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  イ 同一集団内での人間関係のなかで行われる優位な立場にある者（加害者）の働きかけ（行
為）であること。 
  ロ 集団内での優位な立場にある者（加害者）が、加害を意図しているか否かにかかわらず、
劣位にある他方に対して一方的に行う継続的な反復的行為であること。 







































































































































































いじめ防止に関しては、平成 30 年度より新設される「特別の教科 道徳」において、その対応
を重視していることがうかがえる。指導要領において、第 1学年及び第 2学年では「自分の特徴に
気づくこと」、第 3 学年及び第 4 学年では「自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、相手のこ
とを理解し、自分と異なる意見も大切にすること」や「誰に対しても分け隔てをせず、公正、公平
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